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特 集

血
― 人 生 を 豊 か に

私たちの「白鷺教育会Jが発足したのは、平成12年の「白鷺会J100周年を期に始ま

りました。記念誌の巻頭言に、当時の「白鷺会J会長宗行源治先生が次のように述べ

られています。「然るところ、近時の社会の変化は激しく、学校教育にも社会教育にも

課題が累積し、また、深刻な問題が多発してその対応が強く求められています。本会

としてはこの事態に対応して体制を刷新し、今の名「ホを「自鷺教育会Jに改め、名実

共に教育文化団体として世の要求に応えることにしました。J

これを期に、機関紙の名称も従来の「馳懐Jか ら「白鷺教育Jに改称されました。

年 2回発行している機関紙には、会員各位から「白鷺教育会Jの主旨に沿うような

原稿を寄稿していただいています。そのテーマとして平成27年度から「人生を豊かにJ

を設定しています。以来、会員各位が教育現場や教育li政でご活躍されたり、教育現

場を退かれ新たな人生を過ごさ11た りなと、まき|こ
=t育
者として自分●プ、上を豊かに

過ごしておられる体験の一端をこ:ヨ介していたたきま _t_

有名な目野原重明先生 |ま
~「

、三二|ま、その
'、

二■ti:Flた 時にて三二_二 言ってお

られます。会員各吐11充夷 L11■青を過ごさllて [|1手を■
`｀

_三 「́て、全員各位

がますます言ちt ri喜
=そ
這こさ●ることを「F・ て ます:ま [́、 ■支■:.:て :]言

報交換、支部を越えて早高各デ亡t〕表言 言報、そ _て、三三|を 兵 j t i11=t■モ導な■

談など、白鷺教育会の会員であることの特典を存分に活用 して頂きたいと思います。
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